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研究成果の概要（和文）：伊豆諸島御蔵島に生息するミナミハンドウイルカの繁殖生態ならびに摂餌生態を明ら
かとするため，２０１５年～２０２３年度までに得られた糞由来ＤＮＡ６５２サンプルを用いて食性解析，血縁
解析，年齢解析を実施した．
特に，食性解析では，御蔵島に生息するミナミハンドウイルカは個体ごとの嗜好性は無く，４種の魚類と２種の
頭足類を主要な餌生物とすることが示唆された．また，正準相関分析（ＣＣＡ）を実施したところ，月別，雌雄
別，成熟段階別に違いを検出した．
また，糞由来ＤＮＡよりエピジェネティック解析を試み，糞のような劣化した遺伝子からの年齢推定に成功し
た．

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the reproductive and feeding ecology of the Indo-Pacific
 bottlenose dolphin that inhabits Mikura Island. We conducted dietary, kinship, and age analyses 
using 652 fecal DNA samples obtained between 2015 and 2023.
In particular, dietary analysis suggested that the Indo-Pacific bottlenose dolphins that inhabit 
Mikura Island do not have individual food preferences, and that their main prey consists of four 
species of fish and two species of cephalopods. Canonical correpondence analysis (CCA) was also 
performed and differences were detected by month, sex, and maturity stage.
Furthermore, epigenetic analysis was attempted using fecal DNA, and age estimation was successful 
using degraded genes such as feces.

研究分野： 鯨類の集団遺伝学

キーワード： ミナミハンドウイルカ　摂餌生態　繁殖生態　保全　年齢推定

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで御蔵島に生息するミナミハンドウイルカの摂餌生態は数個体の胃内容物や行動観察によるもののみで，
その全容を捉えられていなかった．海洋生態系で高次捕食者に位置する彼らの摂餌生態を把握することは，彼ら
の生息する環境の豊かさを多角的に評価する上で重要であることから，本研究成果はその一助となると期待され
る．
また，糞という劣化した遺伝子からの年齢推定の成功は，目視観察が開始された1994年当初より既に成熟してい
たとみられる個体の年齢を推定する上で非常に有効であると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
伊豆諸島御蔵島周辺海域では，水族館にて一般的に飼育されているハンドウイルカ (Tursiops 

truncates) と同属のミナミハンドウイルカ (Tursiops aduncus) が定住しており，ドルフィン・
スイムやドルフィン・ウォッチング等の重要な観光資源として利用されている．現在，地域固有
の魅力を観光客に発信することで，環境保全につなげていく「エコツーリズム」の考え方が，観
光業でも主流となっている．種の多様性維持や野生生物保護管理の必要性が社会的に認識され
るようになった結果ではあるが，本種はハンドウイルカと混同されて調査されてきたため，基礎
生態でさえ未だ十分に把握されていない． 
こうした経緯から，特に御蔵島周辺海域では，御蔵島観光協会を中心に保全を目的とした個体

識別調査が 1994 年より開始され，これまでに 200 個体以上が識別され，母子関係や行動生態の
一部が明らかになりつつある．申請者も個体識別されたミナミハンドウイルカの糞由来 DNA よ
り親子解析を実施し，子育てに参加しないためにこれまで不明であった父子関係を明らかとし
た．その一方で，繁殖成功率の高い雌雄個体の在不在，生成塾年齢と社会的成熟年齢の相違の有
無は未だ不明であった． 
一方，海洋生態系の高次捕食者に位置する鯨類は，トップダウン効果によって下位の生態系へ

影響を与えることから，彼らの摂餌生態を把握することは彼らの生息する環境の豊かさを多角
的に評価する上で重要である．御蔵島に生息するミナミハンドウイルカにおいても一部の個体
における胃内容物解析や行動解析，申請者が実施した糞分析によって実施されてきたが，個体に
絞った長期的な食性解析は実施されていない． 

 
２．研究の目的 
 
 項目 1 に示した背景より，本研究では，①ミナミハンドウイルカには繁殖成功率の高い個体
が存在するのか？②繁殖成功率の高くなる年齢と性成熟年齢に相違はあるのか？③個体や季節
によって食性に違いが生じているのか？④2012 年から現在にかけて食物網構造の変化が生じて
いるのか？を研究課題の核心をなす学術的「問い」として掲げた． 
 すなわち，御蔵島ミナミハンドウイルカにおいて集団遺伝学的解析を実施することにより，学
術的「問い」①と②を明らかにするとともに，食性解析を実施することにより学術的「問い」③
と④を明らかにし，得られた基礎情報から本種の適切な保全管理方法を提案することを目的と
した． 
 
３．研究の方法 
 
基礎調査部分の，動画撮影，糞採取，個体識別は研究協力者である御蔵島観光協会ならびに

Mido 御蔵島イルカチーム (Mikura Dolphin Team) に協力を仰いだ．すなわち，毎年 6～11 月，
御蔵島にてドルフィン・スイムが行われる時期に，糞採取ならびに糞便採取時の動画撮影を行い，
動画から排便個体の個体識別を実施した．2020 年度から 2022 年度までに得られた 418 個体の糞
より DNA 抽出を実施し，2017～2019 年にかけて抽出した糞由来 DNA143 サンプルとともに集団遺
伝学的解析のための遺伝学的データ構築ならびに食性解析のための次世代シークエンシングに
供試した． 
集団遺伝学的解析においては，申請者が鯨類専用に使用している 20 種類の多型マーカーを用

い，個体ごとの遺伝学的データを構築した後，基礎調査によって得られている個体の性別、年齢
などの生物学的情報を基に親子鑑定ならびに血縁解析を実施した．なお，糞が識別個体から確実
に得られたものなのかを判断するため，複数個体採取されている糞全てから遺伝子タイピング
を実施した．また，メスやオスが繁殖に参加できる年齢を考慮するため，エピジェネティック解
析を試みた． 
食性解析においては，餌生物由来遺伝子 (COI 遺伝子) における次世代シークエンシングを実

施し，御蔵島ミナミハンドウイルカにおける食性データの構築をはかった．得られた餌生物由来
データを年度別，季節別，性別別，成長段階別など複数の項目で比較し，餌生物の幅と構成を明
らかにした．併せて，検出された二次胃内容物，三次胃内容物由来データを年度別，季節別で比
較した． 
 
４．研究成果 
 
 集団遺伝学的解析においては，採取した糞の個体判定に時間を要したこと，得られた糞が識別
個体由来と断定することに時間を要したため，126 個体における親子鑑定ならびに血縁解析に留
まっている．しかし，エピジェネティック解析を用いた年齢推定に成功したことから，今後はオ
スの繁殖成功率が高くなる年齢と性成熟年齢との関係性を分析可能になると期待された． 



 食性解析においては，主に 2015 年に採取された 39 サンプルと 2016 年に採取された 52 サン
プルを用いて分析を行い，キンメダイ，トビウオ科，ムロアジ属，ゴマサバ，スルメイカ，スジ
イカを主要な餌生物としていると示唆した．クラスター分析より，個体ごとの嗜好性は認められ
ず，月別，性別，成長段階別に食性が異なる可能性を示唆した． 
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